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公
園
建
設
の
願
い 
昭
和
五
十
年
代
後
半
こ
ろ
か
ら
人
口
が
増
え
る
と
と
も
に
車
社
会
が
進
展

し
て
き
ま
し
た
。
七
日
市
場
で
も
子
ど
も
た
ち
が
庭
や
道
端
で
思
い
き
り
遊
ぶ
姿
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
住
宅
で
は
子
ど
も
が
十
分
遊
べ
る
庭
を
持
た
な
い
家
も
多
く
見
え
ま
し

た
。
そ
う
い
う
中
で
、
六
十
年
こ
ろ
よ
り
区
民
の
間
に
小
運
動
場
の
建
設
を
望
む
声
が
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。 

 

工
事
の
着
工
・
竣
工 

こ
の
願
い
は
、
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
の
評
議
員
会
で
協
議
さ
れ
、
県

営
農
業
圃
場
整
備
事
業
と
合
同
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
研
究
・
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
つ
い
で

六
十
二
年
の
初
集
会
で
方
向
が
提
案
さ
れ
、
協
議
の
結
果
、
「
公
園
の
場
所
は
区
の
ほ
ぼ
中
央
部
、

面
積
は
約
一
○
○
○
坪
、
一
戸
負
担
は
八
○
○
○
円
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
四
月
、
地
主
と
土
地
売
買
契
約
が
な
さ
れ
、
平
成
二
年
工
事
に
着
工
し
、

翌
年
三
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
開
園
は
五
月
五
日
の
子
供
の
日
に
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ

う
に
遊
ん
で
行
く
姿
に
区
民
は
安
堵
し
、
公
園
が
子
ど
も
や
大
人
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
ま
し
た
。
以
後
、
平
成
六
年
に
公
園
内
に
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、
平
成
七
年
に
は
サ
ッ
カ

ー
の
ゴ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
（
現
在
は
撤
去
）
、
公
園
の
機
能
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
。 

 

区
民
で
環
境
整
備
を 

公
園
の
管
理
は
区
長
が
行
い
、
春
と
秋
に
は
組
長
が
清
掃
・
草
取
り
・
樹

木
の
枝
打
ち
な
ど
を
行
っ
て
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
五
年
か
ら
は
、
晩

秋
に
み
や
び
会
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
が
落
ち
葉
掃
き
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
公
園
は
区
民
み
ん
な
の

協
力
に
よ
っ
て
気
持
ち
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

防
災
広
場
の
機
能
も 

平
成
二
十
五
年
、
公
園
は
区
民
の
緊
急
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

三
十
年
七
月
に
は
、
公
園
北
西
の
一
角
に
防
災
倉
庫
が
設
置
さ
れ
、
防
災
資
機
材
等
が
保
管
さ
れ
ま

し
た
。
公
園
は
時
代
と
と
も
に
多
目
的
に
活
用
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

  

 



 

 

 
七
日
市
場
の
歴
史 

第
四
十
七
回 

 
 
 

平
成
期
の
七
日
市
場
③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

曽
根
原 

孝
和 

 

分
館
建
設
へ
の
願
い 

七
日
市
場
公
園
が
造
ら
れ
る
頃
、
分
館
建
設
を
望
む
声
も
多
く
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
区
で
は
平
成
二
年
の
初
集
会
で
建
設
へ
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。
次
い
で
八
月
に
は
、
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
区
民
の
意
向
が
建
設
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

 

解
体
前
の
旧
分
館 

下
の
写
真
は
、
平
成
八
年
解
体
直
前
の
旧
分
館
で
す
。
平
屋
建
て
総
建
坪
は

四
四
、
五
坪
で
、
向
か
っ
て
左
端
は
８
畳
の
消
防
団
詰
所
で
す
。
そ
の
奥
に
８
畳
の
和
室
、
さ
ら
に

奥
に
厨
房
が
あ
り
ま
し
た
。
真
中
の
玄
関
を
入
る
と
、
２
０
畳
の
板
の
間
、
東
が
２
５
畳
の
和
室
で

活
動
の
中
心
の
場
所
で
す
。
右
の
大
き
な
建
物
は
舞
台
庫
で
、
昭
和
五
年
に
左
側
に
改
築
さ
れ
、
昭

和
三
十
六
年
に
右
側
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
右
の
小
さ
な
建
物
は
ポ
ン
プ
置
場
で
す
。
な
お
、

庭
の
松
一
本
は
今
に
続
い
て
歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

建
設
場
所
は
現
在
地
に 

平
成
八
年
の
建
設
の
最
終
決
定
ま
で
の
動
き
を
概
観
し
ま
す
。 

 

平
成
四
年 

分
館
改
築
に
向
け
研
究
を
す
る
こ
と
を
決
定
。 

 

平
成
五
年 

分
館
再
建
築
研
究
委
員
会
発
足
。 

 
 
 
 

 

 

平
成
六
年 

同
委
員
会
の
研
究
結
果
を
承
認
、
具
体
化
を
決
定
。 

 

平
成
七
年 

分
館
建
設
委
員
会
を
設
置
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
決
定
。 

 

研
究
委
員
会
で
は
、
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
公
園
近
く
に
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
郷

蔵
が
あ
っ
た
歴
史
的
に
由
緒
の
あ
る
現
在
地
と
し
て
、
敷
地
を
拡
張
す
る
こ
と
を
含
め
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
八
年 

土
地
の
売
買
契
約
を
締
結
し
、
本
年
度

中
の
建
設
を
決
定
。
つ
い
で
分
館
建
設

委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
、
具
体
的
な
推

進
を
し
て
き
ま
し
た
。 
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建
設
に
向
け
て
の
動
き 

区
で
は
分
館
を
平
成
八
年
度
中
に
建
設
す
る
こ
と
を
決
め
、
具
体
的
に
動
き
出
し
ま 

し
た
。 

こ
の
年
の
主
な
経
過
を
見
ま
す
と
、
三
月
に
建
設
工
事
の
設
計
管
理
を
、
黒
河
内
一
級
建
築
士
事
務
所
に
決
定

し
、
四
月
に
は
舞
台
庫
を
諏
訪
神
社
境
内
に
移
転
新
築
し
ま
し
た
。
五
月
に
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
」(
宝
く
じ
助
成)

の
決
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
区

民
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
建
設
へ
の
動
き
が
一
層
進
み
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
こ
と
か
ら
分
館
建
設
は
、「
七

日
市
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
」
と
し
て
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
六
月
に
は
建
設
工
事
は
、

株
式
会
社
「
橋
詰
組
」
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

区
民
の
熱
意
と
支
援
も
得
て 

建
設
業
者
が
決
定
さ
れ
て
七
月
十
日
に
起
工
式
、
九
月
八
日
に
上
棟
式
と
工
事

は
順
調
に
進
め
ら
れ
、
十
二
月
八
日
に
は
竣
工
式
を
迎
え
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
年
の
初
集
会
で
建
設
へ
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
決
め
て
か
ら
七
年
目
に
、
区
民
待
望
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
た
の
で
す
。
な
お
、
建
設
費
の
総
額
は
約
七
五
〇
〇
万
円
で
、
自
治
セ
ン
タ
ー
助
成

金
二
〇
〇
〇
万
円
、
村
の
補
助
金
約
九
〇
〇
万
円
、
区
民
負
担
金
約
四
六
〇
〇
万
円
（
一
戸
当
た
り
約
一
三
万
円
）

で
し
た
。
建
物
の
総
面
積
約
四
〇
五
平
方
㍍
（
一
二
二
・
五
坪
）
に
、
区
民
の
熱
意
と
多
く
の
支
援
が
結
集
し
た

の
で
し
た
。 

 

新
た
な
グ
ル
ー
プ
活
動
も 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
か
ら

公
民
館
の
活
動
・
事
業
は
、
文
化
・
体
育
・
産
業
の
各
部
会
が
、
一
層
積
極
的

に
事
業
等
を
企
画
し
活
動
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
グ
ル
ー
プ
も

発
足
し
て
自
主
的
な
活
動
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
一
二
の
グ
ル

ー
プ
が
工
夫
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
活
動
は
、
地
域
づ
く
り

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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諏
訪
神
社
御
遷
宮 

平
成
十
四
年
、
二
一
年
ぶ
り
の
御
遷
宮
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

事
業
の
主
な
内
容
は
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
拝
殿
の
屋
根
の
葺
き
替
え
、
宝
蔵
倉
の
外
壁
塗
装
、
下

水
道
、
ト
イ
レ
の
改
修
、
本
殿
一
部
屋
根
の
修
理
、
社
務
所
の
外
壁
修
理
・
畳
替
え
な
ど
で
あ
り
ま

し
た
。 

 

神
社
の
歴
史
・
文
化
財 

諏
訪
神
社
の
祭
神
は
建
御
名
方
命
（
た
け
み
な
か
た
の
み
こ
と
）
、
誉
田
別

命
（
ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と
）
、
新
羅
三
郎
（
し
ん
ら
さ
ぶ
ろ
う
）
の
三
神
で
す
。
三
神
は
、
元
禄
五
年
（
１

６
９
２
）
に
分
社
し
ま
し
た
、
二
木
の
三
柱
神
社
の
祭
神
で
す
。 

 

現
本
殿
は
安
永
九
年
〈
１
７
８
０
〉
に
建
立
さ
れ
、
一
間
社
流
造
で
十
八
世
紀
後
期
の
建
築
の
特

徴
を
示
し
、
市
の
有
形
文
化
財(

元
村
有
形
文
化
財
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
舞
台
も
「
昼
の
舞

台
・
夜
の
舞
台
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。｢

昼
の
舞
台｣
の
前
方
に
は
唐
破
風
が
つ
い
て
お
り
、
県
内

に
こ
の
形
式
は
な
い
と
も
い
わ
れ
市
の
有
形
文
化
財(

元
村
有
形
文
化
財
）
で
す
。
な
お
、
神
社
の

歴
史
・
文
化
財
に
つ
い
て
は
、「
七
日
市
場
の
歴
史
」
の
八
～
十
回
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

祭
り
囃
子
・
舞
台
曳
き
復
活 

今
回
の
御
遷
宮
の
中
で
大
き
な
こ
と
の
一
つ
に
、
祭
り
囃
子
と
舞

台
（
山
車
）
曳
き
の
復
活
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
五
年
こ
ろ
か
ら
止
め
て
い
ま
し
た
が
、
関
係
の
皆

様
方
の
ご
尽
力
で
復
活
が
で
き
ま
し
た
。 

 

以
前
、
舞
台
の
曳
行
は
青
年
会
が
中
心
で
行
い
、
戦
後
し
ば
ら
く
、
余
興
や
映
画
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
平
成
十
四
年
に
祭
り
囃
子
保
存
会
が
発
足
し
、
舞
台
作
り
や
曳
行
と
演
奏
な
ど

を
担
当
し
ま
し
た
。
当
日
の
舞
台
に
は
、
大
太
鼓
に
五
年
生
一
人
、
小
太
鼓
に
三
年
生
二
人
、
チ
ャ

ン
チ
ャ
ン
に
一
年
生
一
人
が
乗
り
、
笛
の
奏
者
は
舞
台
の
回
り
に
付
き
ま
す
。
曳
行
は
五
・
六
年
生

約
二
〇
人
の
児
童
と
保
存
会
員
で
、
公
民
館
を
午
前
一
〇
時
に
出
発
し
て
神
社
ま
で
一
時
間
を
か
け

に
ぎ
や
か
に
曳
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

  

 
祭り舞台の曳行(平成 15年) 
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さ
ん 
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身
近
に
作
品
が 
七
日
市
場
公
民
館
の
一
階
講
義
室
の
床
の
間
に
は
、
香
雨
が
昭
和
九
年
に
描

い
た
「
松
」
の
墨
絵
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
諏
訪
神
社
社
務
所
の
襖
二
枚
に
は
、
大

正
五
年
に
描
い
た
墨
絵
が
あ
り
ま
す
。 

 

「
歴
史
の
会
」
で
は
、
平
成
二
十
六
年
八
月
、「
細
田
香
雨
に
学
ぶ
」
を
開
き
、
香
雨
の
絵

画
や
生
涯
を
学
び
ま
し
た
。 

 

生
家
か
ら
絵
画
を
お
借
り
し
て
鑑
賞
し
、
生
涯
に
つ
い
て
は
、
子
息
亥
八
郎
さ
ん
が
、
昭
和

六
十
二
年
に
『
三
郷
文
化
』
に
書
か
れ
た
も
の
を
参
考
に
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
十
九
年

の
研
修
の
旅
で
は
、
香
雨
が
描
い
た
格
天
井
絵
が
あ
る
、
有
明
山
神
社
神
楽
殿
の
八
一
枚
を
見

学
し
ま
し
た
。 

絵
画
の
修
行
に 

香
雨
は
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
七
日
市
場
東
村
に
、
父
新
一
、
母
そ
の

さ
ん
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
家
は
農
家
で
紺
屋
職
も
営
ん
で
い
ま
し
た
。
香
雨
は

明
治
三
十
年
、
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
中
萱
の
漢
学
塾
で
漢
詩
や
絵
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

 

絵
画
を
志
し
て
い
く
一
つ
は
、
父
の
母
方
に
狩
野
派
の
絵
師
が
い
た
こ
と
と
、
父
が
書
画
に

関
心
や
理
解
が
あ
り
励
ま
し
た
こ
と
で
す
。
二
つ
は
、
塾
で
豊
科
の
藤
森
桂
谷
に
師
事
し
た
こ

と
で
す
。
天
保
六
年
生
ま
れ
の
桂
谷
は
、
若
い
時
に
は
自
由
民
権
運
動
を
進
め
、
教
育
や
政
治

の
分
野
で
も
活
躍
し
ま
す
。 

 

桂
谷
の
絵
画
修
業
は
、
教
職
に
あ
っ
た
時
か
ら
始
め
、
退
職
後
に
本
格
化
し
て
、
旅
に
己
の

生
き
方
を
尋
ね
た
文
人
画
家
で
す
。
香
雨
は
、
桂
谷
に
は
八
年
間
師
事
し
、
画
風
や
書
風
ま
で

似
た
も
の
が
見
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
程
傾
倒
し
て
い
ま
す
。 

格
天
井
絵
「
水
仙
」 

桂
谷
は
、
有
明
山
神
社
神
楽
殿
の
格
天
井
絵
の
制
作
に
、
精
力
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
安
曇

野
の
画
家
は
も
と
よ
り
中
央
画
壇
の
橋
本
雅
邦
に
も
依
頼
し
、
明
治
三
十
五
年
完
成
さ
せ
ま

す
。
二
十
歳
の
香
雨
は
「
水
仙
」
を
描
い
て
奉
納
し
て
い
ま
す
。 


